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〔概要〕
行政の調達に伴う見積情報のデータモデルを示すガイドブックです。このガイドを参照して見積情報を収集・整理することで、見積情報の分析・比較が容易となります。
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[bookmark: _Toc234430864]概要
[bookmark: _Toc16753973][bookmark: _Toc234430865]背景
昨今、政府・自治体等が調達する「システム開発費用」および「システム運用保守費用」が上昇傾向にあるといえます。見積金額を適切に分析・比較検証するためには、見積情報が標準的な構造に基づいて分解可能である必要があります。しかしながら、現状では見積情報に標準的な構造がないため分解することができず、見積金額の総額ベースでの比較にとどまらざるを得ません。そのため費用上昇の要因分析や比較検証を行うためには個別の対応が必要となり、効率的な分析が困難な状況となっています。
[bookmark: _Toc234430866]課題
調達時の見積情報をめぐる主な課題の１つとして、見積情報の構造化に関する標準が整備されていない点が挙げられます。具体的には、作業量における工数が増加しているのか、役務の単価が上昇しているのか、為替等の影響を受けクラウドサービス等の利用料が上昇しているのか、あるいはクラウドサービスのインスタンス構成の変更に伴い利用料が上昇しているのかといった費用構造が分解されていません。そのため、価格変動の要因を構造的に把握することが困難な状況にあります。
[bookmark: _Toc234430867]目的
上記の課題を踏まえ、調達時の見積情報を標準的な構造に基づいて分解・整理するためのデータモデルを整備することを目的としています。これにより、価格変動の要因を工数・単価・利用料等の観点から構造的に把握できるようにするとともに、過去データとの比較を通じた費用の妥当性検証や費用の適正化につなげます。
[bookmark: _Toc234430868]データモデルの概要
調達時の見積情報を標準的な構造に基づいて分解・整理するためのデータモデルを定義します。具体的には、見積情報を「役務明細情報」（単価×工数等）、「経費明細情報」（品名×数量等）、「諸費用明細情報」（一般管理費等）の3つの要素に分解する構造を設けます。これにより、これまで見積ごとに異なっていた構造を標準的な構造で管理できるようにします。さらに、標準化されたデータモデルに基づいて見積情報を蓄積することで、過去見積情報との比較や事業者間での比較分析が可能となります。なお、消費税については各明細情報の明細金額には含めず、見積情報に消費税額として明示したうえで、見積金額に含めるものとします。

[bookmark: _Toc234430869]本書について
[bookmark: _Toc234430870]前提
1 本書は、「見積情報」のデータモデルを策定することを目的としており、「見積書」そのものの様式・フォーマットを標準化するものではありません。本書は、見積情報を収集する際にデータモデルの観点を踏まえて情報を整理・収集するための参考として活用することを想定しています。また、見積情報等を扱うシステムを構築する際のデータ設計の参考としても活用することができます。

2 本書は参考ドキュメントであり、各機関が受領する見積書の記載項目や記載内容を一律に規定するものではありません。見積書の様式検討時の参考として活用してください。本書に記載された項目・分類・役割・ランク等についてもあくまで例示であり、各機関や事業者の実情に合わせてカスタマイズすることを前提としています。

3 データモデルの「項目必須」欄は、項目の定義が必須であることを示しており、値の入力を必須とするものではありません。使わない項目であっても定義は削除しないでください。値が存在しない場合は空欄（NULLなど）として構いません。また、項目に不足がある場合は追加することができます。












[bookmark: _Toc234430871]対象範囲
対象範囲は見積書の記載内容であり、見積における前提条件、諸条件などは対象としません。以下に見積書の構成を示します。
YYYY年MM月DD日
見積書
ＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＮＮＮＮ　御中
　住所：ＮＮＮＮＮＮＮＮ
会社名：ＮＮＮＮＮＮＮＮ
代表者名：ＮＮＮＮ
担当者氏名：ＮＮＮＮ
見積金額：ZZZ,ZZZ,ZZ9円（税込み）
件名：ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
内訳）
役務明細
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9　ZZ9 ＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9　ZZ9 ＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9　ZZ9 ＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9
経費明細
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮＮＮＮＮ　　\Z,ZZZ,ZZ9　ZZ9 ＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮＮＮＮＮ　　\Z,ZZZ,ZZ9　ZZ9 ＮＮ　\Z,ZZZ,ZZ9
諸費用明細
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ			　　　　　　　　　\Z,ZZZ,ZZ9
　ＮＮＮＮ　ＮＮＮＮ				　　　　\Z,ZZZ,ZZ9
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[bookmark: _Toc17289282][bookmark: _Toc234430872]見積情報データモデル
[bookmark: _Toc234430873]見積情報
[bookmark: _Toc234430874]クラス図
「見積」の実装データモデルの概要図は以下のとおりです。
 [image: ]

























図1 見積情報クラス図


[bookmark: _Toc234430875]データ項目
見積情報の実装データモデルのデータ項目は以下のとおりです。
「見積情報」
	項目定義
	項目名
	項目説明
	入力例

	必須
	宛先組織名
	調達組織名を記入
	「デジタル庁」

	必須
	案件番号
	調達案件番号など一意のIDを記入
	「1234567890」

	必須
	件名
	見積書の件名を記入
	「〇〇システムの構築」

	必須
	作成日
	見積書の作成日を記入
	「2026-04-01」

	
	見積有効期限
	見積書の有効期限を記入
	「2026-04-30」

	必須
	法人番号
	法人番号を記入
	「xxxxxxxxxxxxx」

	必須
	法人名
	法人の名称を記入
	「株式会社〇〇〇〇〇」

	必須
	法人住所
	法人の住所を記入
	「東京都千代田区〇〇」

	必須
	法人担当者所属
	法人の担当者所属を記入
	「〇〇本部〇〇事業部」

	必須
	見積小計額
	役務の明細金額＋経費の明細金額＋諸費用の明細金額を合計した小計金額を記入。
※円単位、税抜き
	「10000000」

	必須
	消費税率
	消費税率を％単位で記入
	「10」

	必須
	消費税額
	見積小計額×消費税率÷100から算出。※円単位
	「1000000」

	必須
	見積金額
	見積小計額＋消費税額の合計を記入。
※円単位、消費税込み
	「11000000」

	
	備考
	備考を記入
	

	
	役務明細情報
	
	

	
	経費明細情報
	
	

	
	諸費用明細情報
	
	



「役務明細情報」
再委託については、委託先情報を記載してください。再々委託以降の多段階の再委託については、「再々委託フラグ」に「1」を記載してください。なお、再々委託先以降の企業名・金額等は本データモデルの管理対象外とします。

	項目定義
	項目名
	項目説明
	入力例

	必須
	役務分類
	役務の分類を記入
プロジェクト管理支援経費、設計経費、開発経費、テスト経費など
	「設計経費」

	必須
	役務細分類
	役務細分類を記入
基本設計、ネットワーク設計、操作研修、海外調査
	「基本設計」

	必須
	役割
	役務の役割を記入
プロジェクトマネージャ、デザイナ、ＳＥ、ＰＧ
	「プロジェクトマネージャ」

	必須
	ランク
	役務のランクを記入
L3、L4、S、A、B、上級、初級
	「L4」

	必須
	単価
	役割とランクから単価を記入。
※円単位、税抜き
	「1000000」

	必須
	数量
	役割における数量（工数を）記入
	「10」

	必須
	単位
	数量に対する単位を記入
人月、人日、人時など
	「人月」

	必須
	明細金額
	明細行の小計を記入
※円単位、税抜き
	「12000000」

	
	委託先法人名
	委託先の法人名を記入
	「△△△△株式会社」

	
	委託先法人番号
	委託先の法人番号を記入
	「xxxxxxxxxxxxx」

	
	再々委託フラグ
	再々委託の有無を記入
※0=無し、1=有り
	「1」

	
	備考
	備考を記入
見積の積算根拠など
	



「経費明細情報」
	項目定義
	項目名
	項目説明
	入力例

	必須
	経費分類
	経費の分類名を記入
サービス利用料、ソフトウェア買取経費など
	「サービス利用料」
「ソフトウェア買取経費」

	必須
	品名
	品名を記入
AmazonEC2、AmazonS3、AWSDataTransfer
	「Amazon EC2」
「Amazon Elastic Block Store」

	
	品名詳細
	品名詳細を記入
費用に関わるスペックなどを詳細に記載
	「Linuxサーバー × 2」
「100GB × 2」

	必須
	単価
	品名の単価を記入
※円単位、税抜き
	「20182」

	必須
	数量
	数量を記入
	「12」

	必須
	単位
	単位を記入
ヵ月、個など
	「ヵ月」

	必須
	明細金額
	明細行の小計を記入
※円単位、税抜き
	「242184」

	
	備考
	備考を記入
見積の積算根拠など
	1ドル=160円で積算



「諸費用明細情報」
	項目定義
	項目名
	項目説明
	入力例

	必須
	諸費用分類
	諸費用の分類名を記入
その他整備経費など
	「その他整備経費」

	必須
	諸費用名
	諸費用の費目を記入
一般管理費、交通費、旅費
	「一般管理費」

	必須
	詳細
	諸費用名の詳細情報を記入
	「役務費用の〇%として算出」
「〇〇～△△間 往復交通費」

	必須
	単価
	諸費用の単価を記入
※円単位、税抜き
	「1000000」

	必須
	数量
	数量を記入
	「1」

	必須
	単位
	単位を記入
式など
	「式」

	必須
	明細金額
	明細行の小計を記入
※円単位、税抜き
	「12000000」

	
	備考
	備考を記入
	


[bookmark: _Toc234430876]項目説明
[bookmark: _Toc234430877]役務分類・経費分類
役務分類とは、見積対象となる役務作業を大分類として整理するための区分です。「何の作業か」すなわち作業の目的や性質に基づいて区分することを基本とし、費用構造の把握や比較分析を容易にすることを目的としています。なお、役務分類のコード化やマスタデータの整備については、本データモデルを採用する各機関の判断に委ねるものとします。

経費分類とは、役務（人的作業）以外に発生する物品購入費・サービス利用料等を整理するための区分です。クラウドサービス利用料、ソフトウェア購入費用などが該当します。経費分類のコード化やマスタデータの整備については、本データモデルを採用する各機関の判断に委ねるものとします。

上記、役務分類・経費分類のサンプルとして、「デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン」別紙で定められている「経費区分」に示される項目を利用することも可能です。経費分類の定義にあたっては、各機関の利用目的に応じて適宜読み替え・調整のうえ参照してください。

参考：デジタル社会推進標準ガイドライン DS-100 「デジタル・ガバメント推進標準ガイドライン - 別紙２ 情報システムの経費区分」
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/e2a06143-ed29-4f1d-9c31-0f06fca67afc/d4e68a9b/20250619_resources_standard_guidelines_guideline_01.pdf

[bookmark: _Toc234430878]役務細分類
役務細分類とは、役務分類の下位区分として、具体的な作業工程や作業内容を示す名称です。役務分類が「何の作業か（作業の目的・性質）」で区分するのに対し、役務細分類は「その作業をどう分解したか（工程・機能・作業単位）」で区分するものであり、見積内容をより詳細に把握するために用います。
役務細分類の記載にあたっては、作業の実態を適切に反映した名称を使用することとします。例えば、役務分類が「設計経費」の場合は「基本設計」「詳細設計」、「テスト経費」の場合は「結合テスト」、「総合テスト」など工程で分けることも可能です。なお、単一の役務（例：調査研究等経費）のように役務分類が1つとなる場合は、その内訳を役務細分類で表現することを基本とします。役務細分類の設定は、調達案件により変わるため、各機関の判断により適切な役務細分類を設定するものとします。
役務細分類の粒度は、案件の内容に応じて設定するものとします。工程・機能・作業等の単位に分解して記載することが望ましいですが、見積内容の粒度に応じ、複数の工程をまとめた記載も許容します(例：基本設計～詳細設計)。

[bookmark: _Toc234430879]役割
役割とは、役務を遂行するにあたって従事する人員の職種・担当機能を示す区分です。同一の役務であっても、従事する人員の役割によって単価設定が異なる場合もあるため、工数および費用を適切に把握するために役割ごとに明細に分けて記載します。役割の例としては、以下のような役割が挙げられますが、これらはあくまで例示であり、各機関や事業者の実情に合わせて適切な役割名称を設定してください。なお、役割のコード化やマスタデータの整備については、本データモデルを採用する各機関の判断に委ねるものとします。

（役割の例）
	役割
	説明

	プロジェクトマネージャ
	プロジェクト全体の計画・管理・統括を担う

	プロジェクトマネジメントオフィス
	プロジェクト管理支援・進捗管理・報告業務を担う

	ITアーキテクト
	システム全体のアーキテクチャ設計を担う

	システムエンジニア
	システムの要件定義・設計・テストを担う

	プログラマ
	システムの実装・製造を担う

	インフラエンジニア
	サーバ・ネットワーク等のインフラ設計・構築を担う

	デザイナ
	UI/UXデザイン・画面設計を担う

	リサーチャ
	調査・分析・レポート作成を担う

	コンサルタント
	課題分析・業務改善・施策立案等の助言・支援を担う



補足説明）
役割に関する参考情報として、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が公表している、ITに関わる人材の職種・専門分野・スキルを体系的に整理した以下の2つのスキル標準を参考とすることができます。

1  ITSSスキル標準（2002年策定）
ITプロフェッショナルの職種を「マーケティング」「セールス」「コンサルタント」「ITアーキテクト」「プロジェクトマネジメント」「ITスペシャリスト」「アプリケーションスペシャリスト」「ソフトウェアデベロップメント」「カスタマサービス」「ITサービスマネジメント」「エデュケーション」の11職種に分類し、各職種における専門分野とスキルレベルを定義したものです。
参考：独立行政法人情報処理推進機構（IPA）「ITスキル標準V3 2008のキャリアフレームワーク」
https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/plus-it-ui/itss/career-framework.html

2  DSS-Pスキル標準（2022年策定）
DX（デジタルトランスフォーメーション）推進に必要な人材像を「デザイナ」「ビジネスアーキテクト」「ソフトウェアエンジニア」「データサイエンティスト」「サイバーセキュリティ」「データマネジメント」の6つの役割に整理し、それぞれの役割・責務を定義したものです。
参考：独立行政法人情報処理推進機構（IPA）「DX推進スキル標準（DSS-P）概要」
https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/plus-it-ui/itss/career-framework.html

本データモデルにおける役割は、上記スキル標準における職種・役割区分との整合性を考慮することも一例としてありますが、調達案件の内容や事業者の体制に応じて、適切な役割名称を使用することを妨げるものではありません。なお、スキル標準に定義されていない役割を使用する場合は、備考欄にその定義・業務内容を明記することが望ましいです。

[bookmark: _Toc234430880]ランク
ランクとは、役割に従事する人員の経験・スキル・習熟度等に基づく等級区分であり、同一役割内での単価の差異を明確にするために用います。ランクは事業者ごとに独自の体系が存在する場合がありますが、見積情報の比較分析を容易にする観点から、以下に示す区分を参考として記載することが望ましいです。なお、以下の区分はあくまで例示であり、各機関や事業者独自のランク体系を使用することを妨げるものではありません。各機関や事業者の実情に合わせて適切なランク区分を設定してください。また、ランクのコード化やマスタデータの整備については、本データモデルを採用する各機関の判断に委ねるものとします。

（ランクの例）
	ランク
	説明

	L1～L7
	ITSSスキル標準におけるスキルレベルに基づく7段階の等級区分

	S、A、B、C、D
	最上位をSとし、以降A、B、C、Dの順に5段階で習熟度を示す等級区分

	上級、中級、初級
	経験・スキルの習熟度を3段階で示す等級区分

	シニア、ミドル、ジュニア
	経験年数および専門性の深さを3段階で示す等級区分



補足説明）
ランクに関する参考情報として、独立行政法人情報処理推進機構（IPA）が公表しているITSSスキル標準におけるスキルレベル定義を参考とすることができますので、以下に示します。ITSSスキル標準では、ITプロフェッショナルのスキルレベルをL1からL7の7段階で定義しており、各レベルの定義は以下のとおりです。
	
	説明

	L7
	プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、テクノロジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。市場全体から見ても、先進的なサービスの開拓や市場化をリードした経験と実績を有しており、世界で通用するプレーヤとして認められます。

	L6
	プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内外において、テクノロジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。社内だけでなく市場においても、プロフェッショナルとして経験と実績を有しており、国内のハイエンドプレーヤとして認められます。

	L5
	プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、社内においてテクノロジやメソドロジ、ビジネスを創造し、リードするレベル。社内において、プロフェッショナルとして自他共に経験と実績を有しており、企業内のハイエンドプレーヤとして認められます。

	L4
	プロフェッショナルとしてスキルの専門分野が確立し、自らのスキルを活用することによって、独力で業務上の課題の発見と解決をリードするレベル。社内において、プロフェッショナルとして求められる経験の知識化とその応用（後進育成）に貢献しており、ハイレベルのプレーヤとして認められます。スキル開発においても自らのスキルの研鑽を継続することが求められます。

	L3
	要求された作業を全て独力で遂行します。スキルの専門分野確立を目指し、プロフェッショナルとなるために必要な応用的知識・技能を有します。スキル開発においても自らのスキルの研鑽を継続することが求められます。

	L2
	上位者の指導の下に、要求された作業を担当します。プロフェッショナルとなるために必要な基本的知識・技能を有する。スキル開発においては、自らのキャリアパス実現に向けて積極的なスキルの研鑽が求められます。

	L1
	情報技術に携わる者に最低限必要な基礎知識を有します。スキル開発においては、自らのキャリアパス実現に向けて積極的なスキルの研鑽が求められます。


参考：独立行政法人情報処理推進機構（IPA）「2.ITスキル標準とは -ものさしとしてのスキル標準」
https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/plus-it-ui/itss/itss2.html

本データモデルにおけるランクは、上記ITSSスキル標準のスキルレベル定義との整合性を考慮することも一例としてありますが、事業者ごとに独自のランク体系を使用することを妨げるものではありません。事業者固有のランク体系（「S、A、B、C、D」や「上級、中級、初級」、「シニア、ミドル、ジュニア」等）を使用する場合は、備考欄に当該ランクとITSSスキル標準のスキルレベルとの対応関係や、ランクの定義・基準を明記することが望ましいです。
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